
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C O N T E N T S 

 

１．三重県からのお知らせ 

① 三重県労働相談室のご案内 

 

２．三重県労働委員会事務局からのお知らせ 

① 「労使間のトラブルでお悩みの方 三重県労働委員会が解決のお手伝いをします」 

 

３．三重労働局からのお知らせ 

① 賃金引き上げ特設ページを公開中！ 

② ～事業主の皆さまへ～「アルバイトの労働条件を確かめよう！」 

③ ～学生のみなさんへ～「おかしい」と思ったらまず相談！ 

④ 「年次有給休暇」を上手に活用し働き方・休み方を見直しましょう 

⑤ ～事業主の皆さまへ～「財形貯蓄制度」 

 

４．三重産業保健総合支援センターからのお知らせ 

① 独立行政法人労働者健康安全機構「三重産業保健総合支援センター」からのお知らせ 

 

＊「三重の労働2025年４月・５月号」全ページを一括ダウンロードする 



賃金、残業代を
支払ってもらえない…

突然、解雇を
言い渡された！

賃金、残業代を
支払ってもらえない…

突然、解雇を
言い渡された！

パートだけど
年休ってあるの？
なかなか休めない！！

パートだけど
年休ってあるの？
なかなか休めない！！

１人で悩まずに
お気軽に　　
相談ください

労働者の方や事業主からの
労働問題に関する困りごとに相談員がお答えします。
労働者の方や事業主からの
労働問題に関する困りごとに相談員がお答えします。

こちらこちら
ですです

相談時間相談時間
労働相談（電話・面談） 弁護士相談

月・水・金曜日

火・木曜日
午前9：00～午後5：00

毎月第２金曜日

午後1：00～午後4：00

※２営業日前までに予約が必要です

弁護士相談

月～金曜日
午前9：00～午後4：00

希望する日時を記載し、２営業日前までに
info@mie-kinfukukyo.or.jp へ送信してください。
受付完了後、当アドレスからZoomの番号等を
送信します。

※事前予約制

オンライン相談（Zoom）オンライン相談（Zoom）労働相談（電話・面談）

午前9：00～午後7：00

相談内容など個人の
秘密は守られますので
ご安心ください。

相談無料

至四日市

至松阪三重県
栄町庁舎

合同ビル吉田山
会館

農協ビル県庁

津偕楽
公園

津 

駅

三重県勤労者
福祉会館１F

三重県労働相談室（三重県の機関です）

三重県津市栄町 1丁目 891 三重県勤労者福祉会館 1F
お問い合わせ

059- -213 8290
または

059-224-3110
059- -213 8290

または

059-224-3110

※但し、祝日、年末年始は除きます。
※Eメールでの相談は『労働相談メール受付窓口』（https://www.pref.mie.lg.jp/oshigoto/40630012929.html）
　若しくは、info@mie-kinfukukyo.or.jpへ直接必要事項を記載し送信してください。
※ポルトガル語・スペイン語通訳については、令和５年３月31日をもって終了しました。
　なお、みえ外国人相談サポートセンター（MieCo）では、外国人住民のための相談を行っていますのでご利用ください。  TEL:080-3300-8077

弁護士相談（予約制）も行っています

まずはこちらへお電話をまずはこちらへお電話を

労働相談室













https://saiteichingin.mhlw.go.jp/chingin/ 
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 年次有給休暇 を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう
●「年次有給休暇の計画的付与制度」を
　導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を
　活用すれば休暇の分散化にもつながります。

●働き方・休み方改善ポータルサイト
https://work-holiday.mhlw.go.jp/

年次有給休暇取得促進特設サイト

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

年休取得促進
特設サイト▶



〇〇株式会社と〇〇労働組合とは、標記に関して次のとおり協定する。 
1　当社の従業員が有する〇〇〇〇年度の年次有給休暇(以下「年休」という。)のうち5日を超える部分については、6日を限度として計画的に付与するものとする。
なお、その有する年休の日数から5日を差し引いた日数が6日に満たないものについては、その不足する日数の限度で特別有給休暇を与える。

2　年休の計画的付与の期間及びその日数は、次のとおりとする。
前期=4月～9月の間で3日間　後期=10月～翌年3月の間で3日間

3　各個人別の年休付与計画表は、各期の期間が始まる2週間前までに会社が作成し、従業員に周知する。
4　各従業員は、年休付与計画の希望表を、所定の様式により、各期の計画付与が始まる1か月前までに、所属課長に提出しなければならない。
5　各課長は、前項の希望表に基づき、各従業員の休暇日を調整し、決定する。 
6　業務遂行上やむを得ない事由のため指定日に出勤を必要とするときは、会社は組合と協議の上、前項に基づき定められた指定日を変更するものとする。
　〇〇〇〇年〇月〇日

年次有給休暇の付与は原則1日単位ですが、労使協定を結べば、年5日の範囲内で、時間単位の取得が可能となります。
労働者の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に役立ちます。

〇〇株式会社 代表取締役 〇〇〇〇
〇〇労働組合 執行委員長 〇〇〇〇

労働基準法が改正され、2019年4月から年5日間の年次有給休暇を確実に取得させることが必要となりました。

「年次有給休暇の計画的付与制度」とは、年次有給休暇の付与日数のうち5日を除いた
残りの日数について、労使協定を結べば、計画的に休暇取得日を割り振ることができる制度です。
この制度の導入によって、休暇の取得の確実性が高まり、労働者にとっては予定していた活動が
行いやすく、事業主にとっては計画的な業務運営に役立ちます。

年次有給休暇の計画的付与制度を導入しましょう。

時間単位の年次有給休暇を活用しましょう。

❶日数 付与日数から５日を除いた残りの日数を計画的付与の対象にできます。

年次有給休暇の付与日数が10日の労働者 年次有給休暇の付与日数が20日の労働者

◎前年度取得されずに次年度に繰り越された日数がある場合には、繰り越し分を含めた付与日数から５日を引いた日数を計画的付与の対象とすることができます。

●就業規則や労使協定のモデルは、「年次有給休暇取得促進特設サイト」をご覧ください。

注）時間単位の年次有給休暇の取得分については、確実な取得が必要な 5日間から差し引くことはできません。

例 1 例 2

5日 5日 15日 5日
事業主が計画的に付与できる 労働者が自由に取得できる 事業主が計画的に付与できる 労働者が自由に取得できる

❷活用方法

年次有給休暇の計画的付与に関する労使協定の例（個人別付与方式の場合）

方式 年次有給休暇の付与の方法 適した事業場、活用事例

企業、事業場の実態に合わせたさまざまな付与の方法があります。

全従業員に対して同一の日に付与

班・グループ別に交替で付与

個人別に付与

製造部門など、操業を止めて全従業員を休ませることのできる事業場などで活用

流通・サービス業など、定休日を増やすことが難しい企業、事業場などで活用

年次有給休暇付与計画表により各人の年次有給休暇を指定

一斉付与方式
交替制付与方式
個人別付与方式

〈労使協定で定める事項〉
① 時間単位年休の対象労働者の範囲
　  対象となる労働者の範囲を定めてください。一部の者を対象外と  
　  する場合には、「事業の正常な運営を妨げる場合」 に限られます。
② 時間単位年休の日数
　  １年５日以内の範囲で定めてください。

③ 時間単位年休１日分の時間数
　  １日分の年次有給休暇が何時間分の時間単位年休に相当するかを定めて
　  ください。１時間に満たない端数がある場合は時間単位に切り上げてく
　  ださい。（例）所定労働時間が１日７時間30分の場合は８時間となります。
④ １時間以外の時間を単位として与える場合の時間数
　  ２時間単位など１日の所定労働時間数を上回らない整数の時間単位を
　  定めてください。

 年次有給休暇 を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう







独立行政法人労働者健康安全機構 

「三重産業保健総合支援センター」からのお知らせ 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
独立行政法人労働者健康安全機構 三重産業保健総合支援センター 

〒514-0003 三重県津市桜橋 2 丁目 191－4 三重県医師会館内 
E-mail :  mie-jooohas@mies.johas.go.jp 

● 従業員の健康管理を支援します！ 

  従業員の健康確保を推進することは、「ワークエンゲージメント」の高揚 

につながり、労働生産性の向上及び離職率の低下につながります。 

  当センターでは、従業員の健康確保対策の推進を支援します！（全て無料） 

  まずは、当センターにご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メンタルヘルス関係】 

☆ 監督署からメンタルヘルス対策について指導を

受けたので、相談にのってほしい。 

☆ 社員にメンタルヘルス教育（セルフケア・ライ

ンケア）を実施したい。 

☆ ハラスメント防止研修を実施したい。 

☆ メンタル不調者の職場復帰について支援してほ

しい。 

【治療と仕事の両立支援関係】 

☆ 当社でも両立支援制度を導入したいので支援し

てほしい。 

☆ 両立支援について、社員や管理者に対する啓発

教育を実施したい。 

☆ 個別の患者（労働者）の両立支援プランの作成

を支援してほしい。 

 

 

【化学物質管理関係】 

☆ 化学物質管理教育を実施したい。 

☆ 当社の化学物質管理について問題ないか相談

したい。 

【行動災害防止対策関係】 

☆ 従業員に対して、腰痛予防教

育を実施したい。 

 

 

 

● ４月・５月の主な研修会の予定 

 〇 4 月 10 日（木）14:30～16:30 

   「職場におけるアレルギー疾患対策」 

 〇 4 月 17 日（木）13:30～15:30 

   「労働基準法のあらまし」 

 〇 4 月 22 日（火）14:30～16:30 

   「化学物質管理に関する知識（1）リスクアセスメント」 

 〇 4 月 23 日（水）14:30～15:30 

   「職場における熱中症予防対策」 

 〇 4 月 25 日（金）14:30～16:30 

   「医師の働き方改革」 

 〇 5 月 14 日（水）14:00～16:00【オンライン】 

   「管理監督者が知っておくべきメンタルヘルス」 

 〇 5 月 21 日（水）14:00～16:00 

   「行動災害防止対策『転倒・腰痛』」 

 〇 5 月 26 日（月）14:00～16:00【ハイブリッド】 

   「元気に働くための中高年の体力づくり」 

 〇 5 月 28 日（水）14:00～16:00【オンライン】 

   「働く人の多様化と労働法」 

※ 上記以外にも多数の研修会を予定しています。詳細は、当センターHP をご確認ください。 

 

 三重さんぽ 研修会 検索 

≪研修会会場案内図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 研修会参加申し込みは、当センターHP から

お願いします。 

☆ 申込締切は、研修会当日の 5 日前です。 

 

 


